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研究要旨 
 科学的根拠に基づく血小板輸血のガイドラインを策定するために、まず現在のガイ
ドラインおよび輸血現場での問題点を把握し、次いでそれを基に必要かつ重要な問題
点をクリニカルクエスチョン（CQ）としてリストアップした。これらのCQに関連した
文献を客観的方法で網羅的に検索し、科学的根拠のレベルを決定してCQに対する回答
を推奨文として記載する形で血小板輸血ガイドラインを作成していく作業を行うこ
ととした。 
本年度はCQの作成と文献のシステマティックレビューを行った。 
 
 
 

 
 
 
Ａ．研究目的 
 我が国における血小板製剤の使用指針（ガイ
ドライン）は1994年に厚労省通知として定めら
れた後、3回の改訂を経て今日に至っている。近
年、血小板輸血に関する大規模臨床試験が実施
され、いくつかのエビデンスが示されてきた。
これら最新のエビデンスに基づく血小板輸血ガ
イドラインを策定することを目的とする。 

 
Ｂ．研究方法 
 現行のガイドラインおよび輸血実施に際して
の問題点を把握し、それを基にして臨床現場で
直面している疑問点をクリニカルクエスチョン
（CQ）としてリストアップした。次いで、CQに
対するエビデンスを収集するために文献を網羅
的に検索し、個々の文献についての評価を行う
（システマティックレビュー）。その評価を基
にエビデンス総体のレベルを決定していく。 
（倫理面への配慮） 
 システマティックレビューは出版されている
文献を読んで評価する方法であり、患者個人の
検体や情報を収集するものでないため倫理的問
題はないと考えられた。 

 
Ｃ．研究結果 
 研究協力者と討議して、13のクリニカルクエ
スチョンを最終的に決定した。それらの主な内
容は、がん化学療法、造血幹細胞移植、観血的
処置、および手術に際してどのくらいの血小板
数を目標に輸血すべきかということと血小板輸
血が禁忌とされている病態でどのように対応す
べきかということである。また、患者の出血症
状の適切な評価方法は何かという点にも言及し
ている。これら13のCQに対して、文献を網羅的

に検索した結果、894の文献を選択した。 
Ｄ．考察 
 リストアップされた13のクリニカルクエスチ
ョンはあらゆる診療科および領域での血小板輸
血に関する課題をカバーしていると思われる。
これらCQに対するエビデンスの基となる文献を
取捨選択したので、今後は個々のエビデンスを
評価してエビデンス総体レベルを決定していく
こととなる。 
 
Ｅ．結論 
 科学的根拠に基づく血小板輸血のガイドライン
を策定するために、現行のガイドラインおよび輸
血現場での問題点を考慮してクリニカルクエスチ
ョンを作成し、個々のクエスチョンに対するシス
テマティックレビューを行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 該当なし 
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